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環境マネジメント活動

環境目標と実績

テーマ 参照ページ 中長期目標　 2022年度実績 評価

GHG排出量削減 P 6-8, P 22
GHG排出量を2030年度までに2015年度比40％削減（SBT） 2015年度排出量　1,201千トン 2015年度比

36.5％減 ◎
2050年までにGHG排出量実質ゼロをめざす 2022年度排出量　  763千トン　

輸送環境負荷削減 P 23 輸送用燃料使用量売上高原単位を毎年1％削減し、2015年度比15％削減
2015年度原単位　1.42㎘/億円 2015年度比

19.6％減 ◎
2022年度原単位　1.14㎘/億円　

環境配慮製品・
サービスの売上高拡大 P 20 スーパーエコプロダクツの総売上高比率を10％に拡大 2022年度総売上高比率　11.9％　 ◎

資源循環率向上 P 25-26

資源循環率※を2015年度比5ポイント改善 2015年度資源循環率　51.7％ 2015年度比
6.3ポイント改善 ◎

2022年度資源循環率　58.0％　

ゼロエミッションを維持（国内）
2015年度最終処分場利用率　0.06％

ゼロエミッションを維持 ◎
2022年度最終処分場利用率　0.03％　

水使用量削減 P 27 水使用量売上高原単位を2015年度比35％削減
2015年度原単位　8.55m3/百万円 2015年度比

38.1％減 ◎
2022年度原単位　5.29m3/百万円　

VOC排出量削減 P 29

すべての揮発性有機化合物（メタンを除く）の大気排出量を2015年度 
レベルに維持（国内）

2015年度排出量　4,581トン 2015年度比
20.4％減 ◎

2022年度排出量　3,644トン　

VOC大気排出量削減に向けて、現地の法令遵守はもとより、技術導入等に
より可能な限りの削減を図る（海外）

DNPインドネシアのカラワン工場においてVOC回収装置の稼動を継続 ○

環境保全 P 14

大気排出規制項目の最大濃度を規制基準の70%以下に維持 2022年度目標（自主基準）達成率   93% ○

排水規制項目の最大濃度を規制基準の70%以下に維持 2022年度目標（自主基準）達成率   99% ○

敷地境界における最大臭気を規制基準の70%以下に維持 2022年度目標（自主基準）達成率   99% ○

敷地境界における最大騒音レベルを規制基準の70%以下に維持 2022年度目標（自主基準）達成率   99% ○

敷地境界における最大振動レベルを規制基準の70%以下に維持 2022年度目標（自主基準）達成率   100% ○

評価基準　  ◎：目標を大幅に上回る成果があった　○：目標を達成した、または順調に推移　 
 △：積極的に取り組んでいるが、目標達成に至らなかった　×：取り組みが不十分

　DNPは、以下の項目を重点課題として目標を定め、活動を進めています。

温室効果ガス（GHG）排出量削減目標が「Science Based Targets（SBT）イニシアチブ」の認定を取得
DNPは2018年7月、国際的な環境団体「Science Based Targets（SBT）イニシアチブ」の認定を取得しました。2021年4月より厳しい目標に更新し、パリ協定が求めるWB2℃（well-
below2℃）水準と整合していることが認められました。今後もDNPは、省エネ活動や省エネ設備の導入など、GHG排出量の削減活動を一層強化します。
またScope3に関しては、主要サプライヤーに対し、2025年までのSBT取得を促し、サプライチェーン全体でGHG排出量の削減を進めていきます。

（ GHG排出量削減は2030年および2050年まで、 
それ以外は2025年までの目標）

※ 100％リサイクルしている紙有価物等を除外した不要物のうち、 
マテリアルリサイクルまたはケミカルリサイクルされた割合
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DNPサイト内での再生または循環利用量★

2021 2022

溶剤再生利用量（千トン） 4.2 4.2
利用倍率 ※2 1.1 1.2
酸・アルカリ再生利用量（千トン） 10.2 9.3
利用倍率 2.3 2.3
水循環利用量（千m3）  213,560 219,210
利用倍率 29.8 32.7
廃熱利用による蒸気発生量（トン） 149,000 156,000

情報コミュニケーション部門

生活・産業部門

エレクトロニクス部門

その他部門

出版印刷、商業印刷、ICカードなど

包装、建材、産業用高機能材など

ディスプレイ製品、電子デバイスなど

インキ、飲料など

O
U
T
P
U
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製品製造プロセス

※2 利用倍率　［（投入量 + 再生または循環利用量）÷ 投入量］で算出し、
インキ中の溶剤分は含めていません。

★   対象は国内のみ

 大気への排出量

2021 2022

GHG※3 排出量（千トン-CO2） 801  763 (4.7%減)

NOx 排出量（トン）★ 474 447 (5.7%減)

SOx 排出量（トン）★ 4.9 4.7 (4.1%減)

VOC大気排出量（トン） 14,617  13,166（9.9%減）

IN
PU
T

 主要原材料投入量　（単位：千トン）

2021  2022

紙 666.9 609.3 （8.6%減）

フィルム 195.4 185.1 （5.3%減）

樹脂 129.0 123.4 （4.3%減）

金属 60.5 53.2 （12.1%減）

インキ 102.7 92.8 （9.6%減）

その他 73.1 66.9 （8.5%減）

 主要副資材投入量　（単位：千トン）★

2021  2022

溶剤 26.0 24.7 （5.0%減）

酸・アルカリ 8.0 7.4 （7.5%減）

 ユーティリティ ※1

2021  2022

電気（千MWh） 1,190 1,150 (3.4%減)

都市ガス（千Nm3） 63,870 56,170 (12.1%減)

LNG（千kg） 18,240 17,380 (4.7%減)

LPG（千kg） 5,600 5,270 (5.9%減)

重油（㎘） 682 585 (14.2%減)

蒸気（TJ） 29 32 (10.3%増)

灯油（㎘） 1,350 1,180 (12.6%減)

水（千m3） 7,780 7,260 (6.7%減)

環境マネジメント活動

環境負荷実態

※1 エネルギー総消費量　2022年度：15,040TJ

★   対象は国内のみ

 水域への排出量

2021 2022

排水量（千m3） 6,110  5,690（6.9%減）

COD排出量（トン）★　　 18.1 17.8（1.7%減）

窒素排出量 （トン）★    ※4 5.0 4.7（6.0%減）

燐排出量（トン）★ 0.2 0.2 （ー）

 不要物等の排出量　（単位：千トン）

2021  2022

不要物総排出量 264 245 (7.2%減)

不要物総排出量 
(資源を除く量）※5 75.8 68.0 (10.3%減)

廃棄物排出量 55.1 50.5 (8.3%減)

最終処分場利用量 5.0 4.9 (2.0%減)

※3 GHG　温室効果ガス（Greenhouse Gas）。電気の使用にともなう排
出量は、集計年度の前年度の係数等を用いて過去年度分を含め再計
算しました。（詳細はP22に記載）

★   対象は国内のみ

※5 紙くずを含め資源としてリサイクルされた量を除く不要物総排出量

※4 対象は水質汚濁防止法の適用を受ける排水経路。
★   対象は国内のみ
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環境マネジメント活動

環境負荷の推移と環境効率
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